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後
見
人
等
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
の
推
進

市
民
後
見
人
育
成
研
修
（
久
留
米
地
区
）

の
成
功
を
期
し
て
！

者

理
事
長
　
森
　
山

彰

面
に
よ
り
後
見
等
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の

要
望
に
応
え
て
、
事
件
処
理
を
受

託
し
、
も
っ
て
、
地
域
の
福
祉
向

上
に
貢
献
す
る
こ
と
に
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
令
和
三
年
度
も
二
年
度

と
同
様
、
全
期
間
を
通
じ
て
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
、
事
業
活
動
が
大
き

な
制
約
を
受
け
た
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
地
域
住
民
の
皆
様
の

信
頼
を
得
て
、
何
と
か
各
事
業
を

遂
行
で
き
た
こ
と
は
、
こ
れ
一
重

に
、
役
員
及
び
会
員
の
皆
さ
ん

が
、
力
を
合
わ
せ
て
努
力
し
た
成

果
で
あ
り
、
ま
た
地
域
住
民
の
皆

様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
の
賜
物
で

あ
る
か
ら
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
た
い
い

特
に
、
こ
の
よ
う
な
悪
条
件
下

で
延
期
に
延
期
を
重
ね
た
第
五

回
市
民
後
見
人
育
成
研
修
を
実

施
し
、
成
功
裡
に
終
了
で
き
た
こ

と
、
及
び
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た

久
留
米
出
張
所
を
本
年
二
月
一

日
に
新
設
し
、
新
体
制
で
事
務
処

理
を
開
始
で
き
た
こ
と
は
、
こ
れ

こ
そ
当
法
人
の
底
力
を
示
し
た

成
果
で
あ
り
、
誠
に
喜
ば
し
い
限

り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
去
る
三
月
二
五
日

第
二
期
成
年
後
見
制
度
利
用
促

進
基
本
計
画
が
、
「
尊
厳
の
あ
る

本
人
ら
し
い
生
活
の
継
続
と
地

域
社
会
へ
の
参
加
を
図
る
権
利

擁
護
支
援
の
推
進
」
と
い
う
サ
ブ

タ
イ
ト
ル
付
き
で
、
閣
議
決
定
さ

れた。こ
の
第
二
期
計
画
で
、
特
に
注

目
を
引
く
の
は
、
優
先
し
て
取
り

組
む
事
項
が
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
第
一
が
「
任
意

後
見
制
度
の
利
用
促
進
」
で
あ

り
、
第
二
は
、
「
後
見
人
等
の
担
い

手
の
確
保
・
育
成
の
推
進
」
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
優
先

事
項
が
、
喫
緊
に
取
り
組
む
べ
き

私
た
ち
の
課
題
と
い
う
こ
と
に

な
る
。と

こ
ろ
が
、
当
法
人
で
は
、
こ

の
第
一
と
第
二
の
優
先
事
項
と

も
、
こ
の
数
年
来
、
事
業
計
画
の

重
点
目
標
と
し
て
、
鋭
意
そ
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

第
一
の
優
先
事
項
に
つ
い
て

は
、
当
法
人
は
、
平
成
二
七
年
以

降
受
任
体
制
の
基
軸
を
「
任
意

後
見
移
行
型
」
に
移
行
し
、
移
行

型
そ
れ
自
体
を
身
上
保
護
重

視
、
意
思
決
定
支
援
の
観
点
か
ら

改
良
し
て
、
利
用
者
に
分
か
り
易

く
、
親
し
み
易
い
任
意
後
見
制
度

と
し
て
利
用
促
進
を
図
っ
て
き

た。

現
行
の
任
意
後
見
制
度
は
、

使
い
勝
手
が
惑
い
と
い
う
指
摘

が
多
い
。
第
二
期
計
画
で
は
、
任

意
後
見
制
度
の
内
容
自
体
に
切

り
込
ん
で
、
改
善
の
方
向
を
示
し

て
欲
し
か
っ
た
と
思
う
。

第
二
の
優
先
事
項
に
つ
い
て

は
、
二
つ
の
課
題
が
含
ま
れ
て
い

る
。
そ
の
課
題
一
は
、
市
民
後
見

人
や
法
人
後
見
を
支
え
る
職
務

担
当
者
（
支
援
員
）
等
の
後
見
制

度
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
の
推

進
で
あ
り
、
課
題
二
は
、
法
人
後

見
の
担
い
手
、
つ
ま
り
法
人
後
見

を
実
施
す
る
団
体
の
育
成
で
あ

る。

当
法
人
は
平
成
二
二
年
度
、

熊
本
市
に
「
N
P
O
法
人
成
年

後
見
安
心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
熊

本
」
を
設
立
し
た
。
こ
の
際
用
い

た
手
法
は
、
最
初
に
、
熊
本
市
に

事
務
所
を

構
え
て
当

法
人
の
出

張
所
と
し

て
運
営
し
、

㍉
三
・
も
1
．

市
民
後
見

人
育
成
研
修
を
実
施
し
、
最
後

に
多
数
の
研
修
修
了
者
が
力
を

あ
わ
せ
、
法
人
後
見
を
目
的
と

す
る
市
民
後
見
N
P
O
を
立
ち

上
げ
た
の
で
あ
る
。

久
留
米
市
に
お
け
る
市
民
後

見
N
P
O
立
ち
上
げ
も
、
熊
本

方
式
と
同
様
の
方
式
で
行
い
た

い
。
ま
ず
は
、
昨
年
末
確
保
し
た

事
務
所
を
、
二
月
一
日
か
ら
出
張

所
と
し
て
運
営
し
、
そ
こ
を
拠
点

に
久
留
米
地
区
の
市
民
後
見
人

育
成
研
修
（
研
修
期
間
七
月
～
一

二
月
）
を
開
催
し
、
終
了
後
は
、

多
数
の
研
修
修
了
者
が
力
を
合

わ
せ
、
市
民
後
見
N
P
O
を
立

ち
上
げ
る
計
画
で
あ
る
。

こ
の
方
式
だ
と
、
市
民
後
見
人

等
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に
関

す
る
課
題
一
と
法
人
後
見
の
担

い
手
の
育
成
に
関
す
る
課
題
二

が
一
挙
に
達
成
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
も
、
自
立
型
N
P
O
の

自
己
資
金
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る

と
、
ま
さ
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
、

地
域
共
生
社
会
に
相
応
し
い
。
た

だ
し
、
全
国
的
な
視
野
で
み
る

と
、
こ
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
に
財

政
支
援
が
行
わ
れ
る
と
、
市
民

後
見
N
P
O
の
育
成
も
活
気
づ

〇

第
二
期
計
画
を
み
る
と
、
法

人
後
見
の
実
施
主
体
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
に
多
く
を
頼
っ
て

い
る
が
、
都
市
部
の
一
部
を
除
け

ば
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
は
、
制

約
が
多
く
硬
直
し
た
面
が
見
ら

れ
る
う
え
、
利
益
相
反
が
生
じ
る

可
能
性
も
あ
る
か
ら
、
多
く
を
期

待
す
る
の
は
無
理
で
あ
る
。
法
人

後
見
の
実
施
主
体
と
し
て
は
、
非

営
利
の
特
徴
を
持
ち
、
民
間
と
し

て
の
活
力
と
柔
軟
性
を
有
す
る

市
民
後
見
N
P
O
の
育
成
に
も
、

力
点
を
置
く
の
が
相
当
で
あ
る
。

将
来
を
見
据
え
て
、
第
二
期
計

画
で
は
こ
の
視
点
も
加
え
て
、
再

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思

う。

最
後
に
、
こ
の
度
の
久
留
米
地

区
の
市
民
後
見
人
育
成
研
修

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
当
法
人
の

存
在
自
体
が
殆
ど
知
ら
れ
て
い

な
い
地
域
を
対
象
と
し
て
実
施

す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
困
難
も
あ

る
と
思
う
が
、
会
員
及
び
支
援
者

の
総
力
を
結
集
し
て
、
是
非
と
も

困
難
を
克
服
し
、
何
と
し
て
も
成

功
裡
に
終
了
し
た
い
。
全
会
員
の

絶
大
な
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。
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『
市
民
後
見
』
夢
を

あ
き
ら
め
ず

市
民
後
見
セ
ン
タ
ー
き
ょ
う
と

代
表
　
内
藤
　
健
三
郎

『
成
年
後
見
』
の
普
及
は
遅
々

と
し
て
進
ま
な
い
。
こ
れ
ほ
ど
歩

み
が
の
ろ
い
と
は
考
え
て
も
い
な

か
っ
た
。
ま
る
で
亀
の
歩
み
だ
。
私

の
想
定
で
は
、
遅
く
と
も
平
成
二

五
年
頃
ま
で
に
は
全
国
の
政
令

指
定
都
市
と
中
核
都
市
に
N
P

O
法
人
中
心
の
成
年
後
見
セ
ン

タ
ー
が
開
設
さ
れ
、
そ
れ
ら
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
ん
で
各
地

か
ら
の
制
度
利
用
相
談
や
後
見

人
等
の
受
任
活
動
に
対
応
し
て

い
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
普
及
の
状

況
も
、
申
立
件
数
が
三
万
五
千

件
に
迫
っ
て
い
た
平
成
二
四
年

を
基
準
に
考
え
る
と
、
今
頃
は
、

一
年
で
六
万
件
を
突
破
し
て
、
ド

イ
ツ
に
は
追
い
付
か
な
い
に
し
て

も
利
用
者
数
は
五
〇
万
人
に
迫

る
の
で
は
、
と
い
う
思
い
も
あ
っ

た
。
私
は
こ
の
よ
う
な
夢
物
語
を

東
大
の
『
市
民
後
見
人
養
成
講

座
』
で
、
は
ば
か
り
も
な
く
語
り

か
け
、
講
座
の
修
了
生
に
は
『
市

民
後
見
N
P
O
』
の
設
立
を
呼

び
か
け
て
い
た
の
だ
が
‥
・

平
成
二
八
年
に
『
成
年
後
見

制
度
利
用
促
進
法
』
の
施
行
が

あ
り
、
厚
労
省
に
は
『
促
進
室
』
も

設
け
ら
れ
て
、
翌
年
に
は
『
利
用

促
進
五
か
年
計
画
』
が
始
動
し

た
の
だ
か
ら
、
そ
の
成
果
へ
の
期

待
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
現
実
は
ど

う
で
あ
っ
た
か
。
家
裁
で
の
申
立

件
数
の
増
加
は
、
年
間
平
均
わ

ず
か
五
〇
〇
件
程
度
を
繰
り
返

し
、
『
第
一
次
利
用
促
進
計
画
』
の

最
終
実
施
年
度
で
あ
る
令
和
三

年
に
、
よ
う
や
く
二
，
五
〇
〇
件

の
増
加
を
見
た
た
め
、
五
年
間
の

平
均
が
一
二
〇
〇
件
に
伸
び

て
、
な
ん
と
か
不
面
目
だ
け
は
免

れ
た
の
だ
が
、
単
年
度
の
申
立
件

数
と
し
て
は
ま
だ
四
万
件
に
も

達
せ
ず
、
利
用
者
数
も
二
四
万

件
に
留
ま
る
。
つ
い
で
な
が
ら
、

促
進
計
画
に
は
「
全
国
の
自
治
体

に
『
中
核
機
関
』
を
設
け
て
権
利

擁
護
の
た
め
の
地
域
連
携
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
」
と
い
う

看
板
政
策
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ

の
達
成
率
は
五
〇
％
以
下
に
留

ま
っ
て
い
る
。
私
の
一
人
勝
手
な

「
夢
物
語
」
ど
こ
ろ
か
、
単
な
る

『
妄
想
』
で
あ
っ
た
。

「
国
は
何
を
や
っ
て
い
る
の

だ
！
」
と
批
判
し
て
い
る
の
が
一

番
気
楽
で
良
い
の
だ
が
、
こ
れ
で

は
何
の
進
展
も
な
い
。
我
々
と
し

て
で
き
る
こ
と
、
や
る
べ
き
こ
と

は
な
い
の
か
‥
・

実
は
、
五
年
前
に
一
度
試
み
て

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
「
市
民
後

見
を
目
指
す
N
P
O
法
人
等
の

全
国
組
織
作
り
」
へ
の
再
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
思
い
立
ち
、
す
で
に
活
動

し
て
い
た
『
首
都
圏
市
民
後
見
推

進
協
議
会
』
（
会
長
　
市
民
後
見

セ
ン
タ
ー
さ
い
た
ま
　
中
田

均
氏
）
に
合
流
す
る
形
で
の
設
立

を
申
し
入
れ
た
。
首
都
圏
の
協
議

会
は
、
二
〇
〇
八
年
よ
り
東
京

大
学
が
開
催
し
た
『
市
民
後
見

人
養
成
講
座
』
の
修
了
生
が
立
ち

上
げ
た
団
体
等
が
中
核
と
な
っ

て
い
た
が
、
中
田
会
長
の
快
諾
を

得
て
、
私
が
東
大
講
座
で
お
付
き

合
い
の
あ
っ
た
各
地
の
一
五
法
人

に
お
声
が
け
を
し
、
賛
同
が
得
ら

れ
た
た
め
、
参
加
団
体
数
二
九
の

『
全
国
市
民
後
見
推
進
協
議
会
』

（
以
下
「
全
国
協
議
会
」
）
が
発
足

す
る
運
び
と
な
っ
た
。

全
国
協
議
会
の
主
な
活
動
目

標
は
以
下
の
通
り
。

会
員
間
の
、
運
営
や
後
見
事
務
等

に
関
す
る
情
報
共
有
と
相
互
支

援。新
た
に
市
民
後
見
活
動
を
始
め

る
団
体
・
個
人
に
対
す
る
助
言
と

支
援

行
政
、
家
裁
、
関
係
団
体
、
メ
デ
ィ

ア
等
に
対
す
る
『
市
民
後
見
推

進
法
人
』
の
広
報
。

全
国
協
議
会
は
、
現
在
の
任

意
団
体
か
ら
な
る
べ
く
早
期
に

N
P
O
法
人
化
を
図
り
た
い
し
、

専
用
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
設

し
て
、
そ
の
活
動
を
力
強
く
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
も
取
り
組

み
た
い
。
ま
た
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
の

た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の
団
体
の

参
加
が
不
可
欠
で
あ
る
。
全
国
協

議
会
自
ら
の
体
制
整
備
を
進
め

な
が
ら
、
同
じ
志
で
活
動
す
る
全

国
の
N
P
O
法
人
等
の
方
々
の

様
々
な
意
見
を
集
約
し
な
が
ら
、

『
市
民
後
見
推
進
法
人
』
の
存
在

と
活
動
内
容
を
広
く
世
に
伝
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
残
念
な
が

ら
、
現
時
点
で
は
九
州
と
四
国
か

ら
の
参
加
団
体
が
な
く
「
全
国
」

を
名
乗
る
の
に
は
引
け
目
を
感

じ
て
い
る
。
引
き
続
き
参
加
へ
の

働
き
か
け
を
強
化
し
て
い
き
た

、
I
 
O

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
途
方
も

な
い
長
い
時
間
は
か
か
っ
て
い
る

が
、
京
都
で
始
め
た
N
P
O
も
、

成
功
の
手
掛
か
り
す
ら
な
い
ゼ

ロ
の
状
態
か
ら
始
め
て
、
な
ん
と

か
一
〇
〇
名
は
ど
の
方
々
の
お
世

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
こ
ろ

ま
で
来
た
。
全
国
協
議
会
の
活
動

も
、
今
は
と
て
も
小
さ
な
組
織
に

過
ぎ
な
い
が
、
何
年
か
後
に
は
そ

れ
な
り
の
発
展
を
と
げ
て
、
成
年

後
見
と
い
う
分
野
で
ひ
と
つ
の

存
在
感
を
示
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

令
和
四
年
五
月
二
八
日
午
後

二
時
か
ら
、
福
岡
市
立
心
身
障

が
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
通
称
「
あ

い
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
　
（
福
岡
市
中

央
区
長
浜
一
丁
目
二
番
八
号
）
で

正
会
員
一
五
五
名
出
席
　
（
委
任

状
、
表
決
書
提
出
者
一
〇
一
名
を

含
む
。
）
の
も
と
、
第
十
八
回
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
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一
理
事
長
挨
拶

未
首
有
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
っ
て
、
一
八
回
通
常
総
会
を
開

催
で
き
た
こ
と
は
、
会
員
の
皆
さ

ん
の
ご
尽
力
よ
る
も
の
で
あ
り
、

深
く
感
謝
し
ま
す
U

コ
ロ
ナ
禍
に
つ
い
て
は
、
大
変

な
思
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
第
六
波
に
と
ど
ま
る
か
ど
う

か
も
わ
か
ら
な
い
う
え
、
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
も
あ

り
、
国
民
の
生
活
に
も
多
大
な
不

安
と
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

当
法
人
と
し
て
は
、
特
設
相

談
会
等
を
通
し
て
住
民
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
て
、
き
ち
ん
と
処
理

し
て
対
応
す
る
と
い
う
仕
組
み

の
中
で
運
営
し
て
い
る
の
で
、
特

設
相
談
所
の
開
設
が
新
型
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
、
長
さ
に
わ
た
っ
て

出
来
な
か
っ
た
こ
と
は
、
当
法
人

の
受
任
業
務
に
影
響
し
て
お
り
、

当
法
人
の
業
績
は
低
迷
し
て
い

る。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
昨
年
度
の

実
績
と
し
て
は
、
延
び
延
び
と

な
っ
て
い
た
第
五
回
市
民
後
見

人
育
成
研
修
を
曲
が
り
な
り
に

も
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
、
も
う
一
つ
は
、
久
留
米
市
に

出
張
所
を
作
り
、
久
留
米
で
も

市
民
後
見
人
育
成
研
修
の
実
施

が
、
可
能
に
な
っ
た
こ
と
は
高
い

評
価
が
で
き
る
。

前
途
は
困
難
な
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
安
心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

の
充
実
の
た
め
に
、
本
総
会
で

は
、
皆
様
の
忌
博
の
な
い
ご
意
見

を
賜
り
、
有
意
義
な
総
会
に
な
る

よ
う
祈
念
し
て
い
ま
す
1

二
　
審
議
事
項

同
総
会
で
は
、
①
「
令
和
三
年

度
事
業
報
告
及
び
決
算
諸
表
」
、

②
「
令
和
四
年
度
事
業
計
画
及

び
活
動
予
算
案
」
、
③
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
課
題
と
編
成
」
、

④
久
留
米
出
張
所
開
設
に
伴
う

定
款
変
更
、
⑤
役
員
補
選
、
の
計

五
議
案
が
永
松
議
長
の
議
事
進

行
の
も
と
、
熱
心
な
討
議
を
経

て
、
全
議
案
と
も
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
た
。

令
和
三
年
度
事
業
の

取
組
み
成
果

（
〓
活
動
指
針
と
安
心
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト
の
文
化

当
法
人
は
、
創
立
以
来
「
成
年

後
見
制
度
の
活
性
化
」
　
を
旗
印

と
し
、
そ
の
実
現
を
図
る
た
め
、

左
記
ア
に
掲
げ
る
四
つ
の
活
動

指
針
を
キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

て
定
め
、
左
記
に
、
掲
げ
る
三
つ

の
「
安
心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
の
文

化
」
を
育
み
な
が
ら
、
地
域
住
民

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
強
い

使
命
感
と
強
靭
な
実
践
力
を

も
っ
て
活
動
し
、
下
記
（
二
）
に
掲

げ
る
重
点
目
標
を
中
心
に
各
事

業
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

ア
　
活
動
指
針

①
個
人
の
尊
厳
と
自
立
の
支
援
。

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
視
野
に
入

れ
た
非
営
利
活
動
。

③
各
専
門
家
に
よ
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
と
活
用
。

④
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
分
担
。

イ
　
安
心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
の

文
化

第
一
市
民
後
見
人
と
し
て
の

自
己
研
鎖
と
鍛
錬

第
二
　
地
域
共
生
社
会
の
実
現

第
三
　
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
の

把
握
と
ス
ピ
ー
ド
感
に

よ
る
適
切
な
対
応

（
二
）
重
点
目
標

地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

限
ら
れ
た
資
源
の
菓
中
配
分
と

効
率
的
な
実
施
を
図
る
た
め
、

本
年
度
の
重
点
目
標
は
、
昨
年

度
を
継
承
し
、
次
の
と
お
り
設

定
し
た
。

第
一
任
意
後
見
移
行
型
を

基
軸
と
し
た
受
任
体

制
の
整
備
・
拡
大
。

第
二
　
「
人
材
の
育
成
」

第
三
　
「
地
域
後
見
の
実
現
」

各
地
域
に
お
け
る
相

談
体
制
の
確
立
。

二
　
任
意
後
見
移
行
型
を
基
軸

と
し
た
受
任
体
制
の
整
備
∵
拡
大

（
〓
受
任
条
件
の
整
備

ア
　
「
移
行
型
シ
ス
テ
ム
指

針
」
と
し
て
の
理
解
促
進
と
活
用

当
法
人
は
、
従
来
の
任
意
後

見
移
行
型
に
つ
い
て
、
①
前
段
の

後
見
型
委
任
契
約
と
後
段
の
任

意
後
見
契
約
を
身
上
保
護
重

視
・
意
思
決
定
支
援
の
観
点
か

ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
②
こ
の
移

行
型
を
分
か
り
易
く
示
し
た

「
図
解
説
明
図
面
」
に
よ
る
説
明
・

理
解
と
、
本
人
の
意
思
・
選
好

を
把
握
す
る
た
め
の
「
契
約
締
結

資
料
」
に
基
づ
き
契
約
を
行
う
移

行
型
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
前
期

に
引
き
続
き
、
今
期
も
任
意
後

見
研
究
会
が
中
心
に
な
っ
て
、
こ

の
シ
ス
テ
ム
の
理
解
促
進
と
活

用
に
努
め
た
結
果
、
一
定
の
成
果

が
得
ら
れ
た
と
評
価
で
き
る
。

（
二
）
基
金
の
充
実
と
活
用

ア
　
障
害
者
後
見
基
金
の
創
設

今
期
は
一
千
万
円
規
模
の
障

害
者
後
見
基
金
が
創
設
さ
れ

た
。
こ
の
基
金
の
今
後
の
課
題

は
、
有
効
支
出
の
た
め
の
基
準
の

明
確
化
で
あ
る
。

イ
　
安
心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
基
金

今
期
の
大
き
な
支
出
は
、
第
五

回
市
民
後
見
人
育
成
研
修
実
施

費
用
と
久
留
米
出
張
所
新
設
経

費
で
あ
る
が
、
そ
の
他
で
は
「
任

意
後
見
移
行
型
委
任
者
と
当
法

人
と
の
懇
談
会
」
と
後
見
報
酬
補

填
経
費
と
し
て
支
出
さ
れ
た
。
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表1令和3年度　貸　借　対　照　表　令和4年4月30日現在

金　　額（単位：円〉

1，272，905

14，123，571

29，110

129，975，698

30，445，681

87，749，867

11，780，150

321，774

260，000

5，435，000

456，676

0

129，975，698

30，445，681

87，749，867

11，780，150

10，115，684

〈1，537，194〉

145，983，058

Ⅰ資　産　の　部
1流動資産

現　　金

預　貯　金

その他の流動資産

流　動　資　産　合　計

2　固定資産

特　定　資　産

損害賠償準備資産
安心サポートネット基金資産

障害者支援基金資産

その他の固定資産
敷　　　　　金

固　定　資　産　合　計

資　産　合　計

Ⅲ　負　債　の　部

1　流動負債

前　受　金

預　り　金

仮　受　金

流　動　負　債　合　計

2　固定負債

固定負債合計

負　債　合　計

川　正味財産の部

指定正味財産
損害賠償準備金財産

安心サポートネット宴会財産

障害者支援基金財産
一般正味財産

＜内当期正味財産増加額＞

負債及び正味財産合計

（
三
）
三
年
度
事
件
の
受
託
状
況

ア
　
相
談
事
件

福
岡
本
部
の
三
年
度
の
相
談

件
数
は
七
六
件
（
二
年
度
二
〇

四
件
、
前
年
度
比
七
三
％
）
の
大

幅
減
少
だ
っ
た
の
に
対
し
、
筑
紫

出
は
微
減
に
止
ま
っ
た
。

イ
　
第
一
種
事
件

福
岡
本
部
は
二
年
度
の
三

〇
％
、
筑
紫
出
は
三
四
％
と
双

方
と
も
大
幅
に
ダ
ウ
ン
し
た
。

り
　
第
二
種
事
件
　
（
後
見
人
型

受任）三
年
度
末
ま
で
の
受
任
者
数

は
、
本
部
が
一
一
四
名
（
八
六
名
）
、

筑
紫
出
が
一
四
〇
名
　
（
八
六
名
）

で
微
減
に
止
っ
た
。
（
カ
ッ
コ
内
は

死
亡
等
の
よ
る
終
了
音
数
）

注
‥
イ
と
り
は
一
二
貢
事
件
処

理
表
参
照

≡
　
人
材
の
育
成

人
材
の
育
成
は
、
後
継
者
の
育

成
を
含
め
、
当
法
人
の
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。
任
意
後
見
移
行
型
を

基
軸
と
し
た
受
任
体
制
の
整
備
・

拡
大
と
も
相
即
不
離
の
関
係
に

あ
る
か
ら
、
こ
の
観
点
を
含
め
、

あ
ら
ゆ
る
施
策
を
講
じ
て
人
材

育
成
に
努
力
し
て
き
た
。

（
一
）
後
見
人
実
務
研
究
会

当
法
人
を
代
表
す
る
研
究
会

で
、
原
則
毎
月
一
回
の
割
合
で
開

催
　
（
う
ち
三
回
は
コ
ロ
ナ
で
中

止
）
、
今
期
は
、
遺
言
、
特
に
自
筆

証
書
遺
言
の
増
加
を
踏
ま
え
、

「
遺
言
支
援
及
び
遺
言
執
行
の

実
務
」
の
説
明
を
中
心
に
開
催
し

て
、
会
員
の
遺
言
支
援
能
力
と

「
後
見
マ
イ
ン
ド
」
の
向
上
に
努
め

た。（
二
）
組
織
の
充
実

ア
　
会
員
の
増
強

一
人
一
会
員
獲
得
運
動
は

低
調
に
推
移
し
た
が
、
第
五

回
市
民
後
見
人
育
成
研
修

の
実
施
が
、
会
員
の
増
強
に

効
果
的
で
あ
っ
た
。

イ
　
組
織
の
充
実
強
化

今
期
は
総
務
に
お
け
る
広

報
・
渉
外
部
門
及
び
経
理

部
門
の
充
実
・
強
化
に
配

慮
し
た
。

（
三
）
　
安
心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
の

文
化
の
醸
成
と
定
着

地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

地
域
の
信
頼
を
保
持
す
る
た
め

に
は
、
事
業
遂
行
の
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
、
各
会
員
の
話
の
中
で
、
頻

繁
に
「
安
心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
の

文
化
」
　
が
語
ら
れ
る
必
要
が
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
兆
候
は
、
か
な

り
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

四
　
「
地
域
後
見
」
の
推
進

二
）
　
市
民
後
見
人
育
成
研
修
の

実
施「

地
域
後
見
」
　
の
実
現
の
見
地

か
ら
、
延
期
に
延
期
を
重
ね
た
第

五
回
市
民
後
見
人
育
成
研
修
を

実
施
し
、
三
六
名
の
市
民
後
見

人
候
補
を
育
成
で
き
た
こ
と
、
ま

た
、
久
留
米
出
張
所
を
新
設
し
、

市
民
後
見
人
育
成
研
修
を
実
施

し
た
後
、
N
P
O
法
人
の
設
立
の

目
途
を
つ
け
た
こ
と
が
大
き
い
。

（
二
）
　
市
民
後
見
N
P
O
と
の
連

携
・
協
調

成
年
後
見
制
度
を
担
う
市
民

後
見
人
を
育
成
し
、
そ
の
活
動

を
支
援
す
る
目
的
を
達
成
す
る

た
め
に
は
、
事
業
目
的
を
共
通

す
る
市
民
後
見
N
P
O
と
の
連

携
協
調
が
不
可
欠
で
、
そ
の
目
的

で
相
互
に
広
報
誌
の
配
布
や
情

報
の
交
換
を
行
っ
た
が
、
今
後
継

続
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
三
）
　
『
安
心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
・

グ
ル
ー
プ
の
運
用
』

ア
「
安
心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
熊

本
」
へ
の
支
援

イ
「
安
心
サ
ポ
ー
ト
生
活
」
へ

の
支
援

本
年
度
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
後

見
事
務
の
課
題
に
つ
い
て
調
査

検
討
を
行
い
、
所
要
の
作
業
を
実

施
し
、
相
応
の
成
果
を
得
る
た
め

の
活
動
を
行
う
も
の
で
す
芸
¶
和

四
年
度
の
チ
ー
ム
は
次
の
と
お

り
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

●
　
「
障
害
者
後
見
研
究
会
」

次
の
課
題
に
つ
い
て
、
研
究

と
実
践
を
積
み
重
ね
て
、
障

害
者
対
策
の
前
進
を
図
る
。

‖
　
「
降
が
い
者
後
見
等
事
例

集
」
を
補
強
し
て
、
今
後
の

障
害
者
後
見
で
の
活
用
促
進

日
　
資
料
を
整
備
し
、
障
が
い
者

支
援
団
体
へ
の
説
明
会
を

拡
大

白
　
「
障
害
者
支
援
基
金
制
度
」

の
有
効
利
用
の
た
め
の
要

件
（
基
準
）
に
つ
い
て
提
言

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
　
高
原
勝
利

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
　
中
島
信
男
、

永
松
　
肇

●
　
「
任
意
後
見
研
究
会
」

今
後
の
課
題
で
あ
る
任
意
後

見
移
行
型
契
約
の
受
任
体
制
の

実
践
訓
練
と
人
材
育
成
を
図
る

た
め
、
後
見
型
委
任
契
約
と
任

意
後
見
契
約
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け

る
職
務
担
当
者
の
職
責
、
図
解

図
面
の
説
明
ポ
イ
ン
ト
、
及
び
契

約
締
結
資
料
に
基
づ
く
説
明
内

容
等
に
つ
い
て
現
場
で
の
実
践

を
重
ね
な
が
ら
、
会
員
全
員
の
レ
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② ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
受
任
で
き

る
人
材
の
育
成
を
図
る
。

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
　
樋
口
健
児

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
　
岩
田
末
雄
、

江
崎
幸
登
、
大
家
虞
明

●
　
「
初
心
者
後
見
人
支
援
の
会
」

昨
年
度
　
「
親
族
後
見
人
支
援

の
会
」
が
「
初
心
者
後
見
人
支
援

の
会
」
に
名
称
を
変
更
し
て
、
本

年
度
は
、
二
か
月
に
一
回
例
会
を

開
く
こ
と
と
し
、

①
　
後
見
事
務
の
基
礎
知
識
の

習
得

②
　
基
本
帳
票
の
　
「
後
見
事
務

処
理
日
誌
」
及
び
「
収
支
計

算
書
」
の
記
載

③
　
報
酬
付
与
申
立
て
・
後
見

事
務
報
告
書
の
作
成

に
つ
い
て
支
援
を
行
う
こ

と
と
す
る
。

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
　
豊
留
一

●
　
「
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

研
究
会
」

デ
ジ
タ
ル
化
す
る
移
行
デ
ー

タ
の
質
を
高
め
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
以
下
の
こ
と

に
取
り
組
む
。

①
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
方

式
に
よ
る
通
達
、
例
規
類
の

見
直
し

業
務
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の

作
成
、
分
析

③
　
処
理
事
例
の
収
集
・
作
成

④
　
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
た
各

種
申
請
、
後
見
事
務
処
理

日
誌
、
収
支
計
算
書
等
の

デ
ー
タ
保
存
に
取
り
組
む
。

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
　
森
山
　
彰

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
　
原
田
隆
行

●
　
「
例
規
等
改
正
検
討
部
会
」

当
法
人
が
保
有
す
る
情
報
の

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
を
図
る
に

際
し
て
は
、
入
力
デ
ー
タ
の
質

の
向
上
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

観
点
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

を
図
る
に
際
し
て
は
、
入
力
デ
ー

タ
の
質
の
向
上
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
観
点
か
ら
現
行
の
例
規
・
通

達
等
を
見
直
し
、
改
善
を
図
る

と
と
も
に
、
執
務
体
制
の
合
理

化
・
能
率
化
に
役
立
て
る
。

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
　
森
山
　
彰

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
　
豊
留
一

芦
谷
秀
美
、
大
家
虞
明

●
　
「
各
地
区
に
お
け
る
成
年
後

見
制
度
研
究
会
」

当
法
人
は
、
地
域
後
見
の
実

現
を
目
的
と
し
て
、
各
地
域
の
拠

点
づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り
、
筑

紫
野
市
、
宗
像
、
糸
島
の
各
地
区

に
「
成
年
後
見
制
度
研
究
会
」
を

設
置
し
、
各
研
究
会
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
即
し
、
各
種

課
題
に
挑
戦
中
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
継
続
し
て

実
施
し
て
、
各
地
区
の
住
民
の
皆

さ
ん
の
信
頼
獲
得
に
寄
与
し
た

l
 
O

記

‖
　
筑
紫
野
市
成
年
後
見
研

顧
問
　
森
山
　
彰
、

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
　
中
嶋
幸
子

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
　
虞
瀬
照
子

日
　
宗
像
地
区
成
年
後
見
研

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
　
中
村
憲
司

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
　
石
井
喬
志
、

輿
田
達
雄

白
　
糸
島
地
区
成
年
後
見
研

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
　
蒲
池
次
郎

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
　
上
田
久
子

定
款
変
更
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
定
款
変
更
を
行

い
、
久
留
米
地
区
に
久
留
米
出
張

所
を
開
設
す
る
改
正
を
提
案

し
、
可
決
承
認
が
さ
れ
た
。

一
定
款
第
二
条
第
二
項
第
一

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

（
二
）
福
岡
県
久
留
米
市
城
南
町

一
六
番
五
号

役
員
補
選
に
つ
い
て

石
井
喬
志
理
事
及
び
山
下
八

生
理
事
か
ら
辞
任
の
申
し
出
が

あ
り
、
役
員
補
選
の
結
果
、
次
の

方
々
が
後
任
の
理
事
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

理
　
事
　
中
村
　
憲
司
　
（
西
日

本
工
業
大
学
名
誉
教
授
）

理
　
事
　
芦
谷
　
秀
美
　
（
1
R

西
日
本
O
B
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
緊
急
事
態

措
置
宣
言
の
再
発
令
な
ど
の
心

配
も
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
四

年
一
月
八
目
～
四
月
九
日
間
の

一
〇
日
間
、
総
研
修
時
間
・
五
〇

時
間
（
通
称
‥
あ
い
あ
い
セ
ン

タ
ー
）
で
開
催
さ
れ
た
。
表
記
研

修
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
原
因
で

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
に
移
行
す
る
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こ
と
も
な
く
受
講
者
三
七
名
の

う
ち
三
六
名
が
、
理
事
長
か
ら

終
了
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た。

本
研
修
は
充
実
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
、
優
れ
た
講
師
を
招

き
実
施
し
た
甲
斐
が
あ
っ
て
、

受
講
生
の
研
修
結
果
に
対
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
で
は
、
『
大
変

満
足
』
と
『
ほ
ぼ
満
足
』
を
加
算

す
る
と
九
五
％
、
考
え
る
力
の

養
成
に
、
『
大
変
役
に
立
つ
』
と

『
役
に
立
つ
』
を
足
す
と
八
三
％

に
の
ぼ
り
、
受
講
生
に
好
評
だ
っ

た
こ
と
が
判
り
ま
す
。

研
修
修
了
者
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
研
鐙
を
つ
み
、
こ
れ
か

ら
の
超
高
齢
化
社
会
の
中
で
市

民
後
見
人
と
し
て
、
又
は
成
年

後
見
制
度
の
各
分
野
に
お
い

て
、
大
い
に
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。

第
九
回
福
岡
・

熊
本
合
同
懇
親
会

歩
こ
う
会
・
石
橋
博

前
年
度
・
令
和
二
年
度
は
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
、
懇
親
会
の
開

催
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

令
和
三
年
一
一
月
二
三
日
（
火
）

勤
労
感
謝
の
祝
日
に
、
第
九
回

福
岡
熊
本
合
同
懇
親
会
が
、
福

岡
・
森
山
彰
理
事
長
以
下
二
四

名
と
熊
本
一
〇
名
、
合
計
三
四

名
の
参
加
者
を
以
て
、
二
年
振

り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

最
初
の
訪
問
先
は
、
熊
本
の

会
員
と
の
集
合
場
所
で
あ
る
菊

鹿
ワ
イ
ナ
リ
ー
。

主
催
者
を
代
表
し
て
熊
本
・

井
芹
浩
文
理
事
長
の
挨
拶
が
あ

り
、
次
は
鞠
智
城
。

温
散
創
生
館
で
の
展
示
と
映

像
と
、
八
角
形
の
三
階
建
て
の

鼓
楼
の
前
で
全
員
の
集
合
写
真

を
撮
り
、
校
倉
造
り
の
米
倉
や

兵
舎
等
を
見
学
。
鞠
智
城
を

造
っ
た
真
の
目
的
・
理
由
は
何

か
を
想
像
し
な
が
ら
楽
し
く
見

学
を
し
ま
し
た
。

次
は
南
北
朝
時
代
に
活
躍
し

た
菊
池
武
光
公
騎
馬
像
。

騎
馬
像
前
で
全
員
菓
合
し
た
記

念
写
真
を
撮
り
、
菊
池
市
民
の

英
雄
で
あ
る
武
光
公
の
遺
徳
と

菊
池
一
族
の
栄
枯
盛
衰
を
偲
び

ま
し
た
。

最
後
は
昼
食
を
兼
ね
た
懇
親

会
会
場
で
あ
る
菊
池
温
泉
・
清

流
荘
へ
。

懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
。

懇
親
会
で
は
顔
な
じ
み
に
成
っ

た
熊
本
の
会
員
と
の
会
話
が
弾

み
、
福
岡
の
会
員
で
あ
る
南
武

文
氏
（
芸
名
・
若
葉
み
ど
り
）
の

女
形
の
日
本
舞
踊
を
堪
能
。

「
菊
池
」
を
再
発
見
す
る
楽
し
い

懇
親
会
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

懇
親
会
当
日
二
三
一
日
は
雨
も

降
ら
ず
、
事
散
も
無
く
安
全
に

終
了
し
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て

は
、
第
九
回
福
岡
熊
本
合
同
懇

親
会
を
企
画
・
立
案
・
実
行
さ
れ

た
熊
本
の
「
自
然
と
親
し
む
会
」

を
含
む
会
員
の
皆
様
に
対
し
深

く
感
謝
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

第
一
八
回
通
常
総
会
に
お
い

て
、
歩
こ
う
会
の
活
動
休
止
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

活
動
に
敬
意
を
は
ら
い
、
活
動

が
再
開
さ
れ
る
状
況
に
な
る
こ

と
を
望
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

歩
こ
う
会
の
活
動
は
、
熊
本

安
心
サ
ポ
ー
ト
と
合
同
歩
こ
う

会
が
大
変
印
象
に
残
り
ま
す
。

第
一
回
九
州
国
博
、
第
二
回
菊

池
渓
谷
・
紅
葉
狩
り
、
第
三
回

く
つ
ろ
ぎ
の
森
・
グ
リ
ー
ン
ピ

ア
八
女
、
第
四
回
宮
崎
兄
弟
資

料
館
、
第
五
回
安
心
サ
ポ
ー
ト

熊
本
を
励
ま
す
会
、
第
六
回
博

多
湾
・
休
暇
村
志
賀
島
、
第
七

回
田
原
坂
西
南
戦
争
資
料
館
、

第
八
回
安
心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

交
流
会
、
第
九
回
鞠
智
城
・
菊

池
温
泉
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
思

い
浮
か
び
ま
す
。

た
だ
し
、
他
方
で
は
当
法
人

の
歩
こ
う
会
だ
け
で
実
施
し
た

天
拝
山
を
始
め
、
近
く
の
山
々

に
ハ
イ
キ
ン
グ
登
山
を
し
た
こ

と
が
、
楽
し
い
想
い
出
と
し
て

懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

た
ゆ
ま
な
い
企
画
に
対
し
て
の

ご
努
力
、
会
員
の
方
に
h
n
お
も
て

な
し
“
）
の
お
気
使
い
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

間
蓮

「
市
民
後
見
N
P
O
」
の

立
上
げ
を
成
功
さ
せ
よ
う
ー
・

当
法
人
の
長
い
間
の
懸
案

だ
っ
た
久
留
米
出
張
所
の
新
設

は
、
久
留
米
市
内
に
適
切
な
事

務
所
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
延
び
延
び
と
な
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
昨
年
二
月
幸
運
に

も
、
こ
れ
程
好
条
件
に
恵
ま
れ
た

事
務
所
は
な
い
と
言
え
る
よ
う

な
事
務
所
が
見
付
か
っ
た
。
こ
の

事
務
所
の
所
在
地
は
、
久
留
米

市
城
南
町
一
六
番
五
号
営
ビ
ル
一

〇
三
号
で
あ
り
、
そ
の
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
は
、
事
業
展
開
で
密
接
な

関
係
の
あ
る
久
留
米
市
役
所
、
後

見
業
務
に
直
接
関
係
す
る
家
庭

裁
判
所
久
留
米
支
部
、
そ
れ
に
登

記
や
自
筆
証
書
保
管
を
所
管
す

る
福
岡
法
務
局
久
留
米
支
局

に
、
い
ず
れ
も
徒
歩
二
，
三
分
の

距
離
で
囲
ま
れ
て
い
る
う
え
、
大
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l亨、

通
り
に
面
し
、
遺
言
や
契
約
締

結
を
行
う
久
留
米
公
証
役
場
に

も
至
近
距
離
に
あ
る
と
い
う
点

で
あ
る
。

こ
の
出
張
所
候
補
が
見
付
か

る
や
否
や
、
長
年
の
強
い
懸
案
に

解
決
の
目
途
が
着
い
た
わ
け
だ

か
ら
、
出
張
所
新
設
の
事
務
処
理

は
、
一
気
呵
成
に
進
ん
だ
。
一
二
月

二
日
開
催
の
一
五
四
回
理
事
会

で
は
、
令
和
四
年
二
月
一
日
か
ら

の
事
業
開
始
を
目
的
と
し
た
賃

貸
借
契
約
の
締
結
や
事
業
開
始

の
準
備
を
承
認
。
次
い
で
、
二
月

二
七
日
の
理
事
会
で
は
、
久
留
米

出
張
所
開
設
実
施
計
画
が
承
認

さ
れ
、
通
達
と
し
て
発
出
さ
れ

た
。
そ
の
骨
子
は
次
の
と
お
り
で

あ
り
、
こ
の
計
画
実
現
に
向
け

て
、
現
在
一
歩
一
歩
あ
ゆ
み
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
暫
定
出
張
所

二
月
一
日
目
出
度
く
ス
タ
ー

ト
し
た
久
留
米
出
張
所
は
、
そ

の
設
置
が
定
款
に
正
式
に
定
め

ら
れ
る
ま
で
は
、
「
暫
定
出
張
所
」

と
し
、
そ
の
運
用
と
所
掌
事
務

は
、
「
筑
紫
出
張
所
」
と
同
じ
取

扱
い
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
久

留
米
出
張
所
の
事
務
も
総
務
と

業
務
に
区
分
さ
れ
、
そ
の
内
容
も

筑
紫
出
張
所
の
そ
れ
と
全
く
同

様
と
な
っ
て
い
る
。

久
留
米
出
張
所
の
新
設

久
留
米
出
張
所
の
新
設
は
、

本
年
度
通
常
総
会
で
可
決
成
立

し
た
。
久
留
米
出
張
所
の
組
織
及

び
運
用
に
か
ん
し
て
は
、
暫
定
的

な
通
達
案
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、

速
や
か
に
正
式
な
体
制
を
整
備

す
べ
き
準
備
中
で
あ
る
。

三
、
市
民
後
見
人
育
成
研
修
の

実
施久

留
米
出
張
所
の
事
業
基
盤

を
充
実
・
強
化
す
る
た
め
に
は
、

久
留
米
地
区
に
お
い
て
本
格
的

な
市
民
後
見
人
育
成
研
修
を
実

施
し
、
久
留
米
出
張
所
を
宣
伝

し
、
周
知
方
を
図
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
募
集
人
員
を
五

〇
名
と
す
る
受
講
生
を
募
集
中

で
、
現
在
そ
の
募
集
活
動
に
鋭
意

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
そ
し
て
、
七
月
三
一
日
か
ら
一

二
月
一
一
日
ま
で
全
一
〇
日
間
、

総
研
修
時
間
五
〇
時
間
の
研
修

を
実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。
本
研

修
が
終
始
熱
気
に
あ
ふ
れ
た
雰

囲
気
で
行
わ
れ
、
充
実
し
た
研
修

と
し
て
成
功
裡
に
終
了
で
き
た

ら
と
願
っ
て
い
る
。

四
、
市
民
後
見
N
P
O
の
設
立

本
研
修
が
終
了
す
れ
ば
、
従
前

か
ら
の
当
法
人
の
基
本
方
針
に

従
い
、
受
講
修
了
者
の
う
ち
、
希

望
者
を
も
構
成
員
に
加
え
て
、
で

き
る
だ
け
速
や
か
に
同
地
区
に

市
民
後
見
N
P
O
を
設
立
し
、

久
留
米
出
張
所
の
事
業
を
継
承

す
る
計
画
で
あ
る
。
こ
の
市
民
後

見
N
P
O
が
立
ち
上
が
れ
ば
、

そ
の
管
轄
に
は
、
久
留
米
市
、
小

郡
市
、
筑
後
市
、
八
女
市
、
鳥
栖

市
、
広
川
町
、
大
刀
洗
町
、
基
山

町
等
が
含
ま
れ
、
こ
れ
ら
の
地
域

で
は
、
身
上
保
護
重
視
の
後
見
が

実
施
さ
れ
、
地
域
福
祉
の
向
上
、

延
い
て
は
地
域
共
生
社
会
の
構

築
に
も
大
い
に
貢
献
で
き
る
と

期
待
し
て
い
る
。

幕
■
　
市
民
後
見
人
と
し

て
の
自
己
研
餌
・
鍛
錬

会
員
は
、
市
民
後
見
人
と
し

て
総
合
的
な
実
力
を
養
う
た

め
に
、
後
見
マ
イ
ン
ド
の
酒
蓑

を
含
め
自
己
研
鎖
と
鍛
錬
に

努
め
る
こ
と
。

第
二
　
支
え
合
い
に
よ
る

共
生
社
会
の
実
現

現
代
社
会
は
様
々
な
状
況
の

人
達
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
人
が
お
互
い
に
理
解

し
合
い
、
支
え
会
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
と
も
に
生
き
生
き
と

し
た
人
生
を
送
る
こ
と
の
で
き

る
社
会
を
つ
く
ろ
う
！

第
三
　
ニ
ー
ズ
の
把
握
と

ス
ピ
ー
ド
感
に
よ
る
適
切

な
対
応

当
法
人
に
お
け
る
各
種
事

業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

常
に
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
て
、
ス
ピ
ー
ド
感
と
挑
戦

の
心
を
も
っ
て
、
適
切
な
対
応

を
行
う
こ
と
。

総
務
部
　
　
樋
口
　
健
児

質
　
問
　
本
年
四
月
一
日
か
ら

成
年
年
齢
が
一
八
歳
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
成
年
後
見
制

度
で
の
留
意
点
が
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
さ
‖

回
　
苦

一
成
年
年
齢
を
二
〇
歳
か
ら

一
八
歳
に
引
き
下
げ
る
こ
と
を

内
容
と
す
る
「
民
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
が
本
年
四
月
一
目

か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
二
〇
二
二
年
四
月
一
目
の

時
点
で
、
一
八
歳
以
上
二
〇
歳
未

満
の
方
　
（
二
〇
〇
二
年
四
月
二

日
生
ま
れ
か
ら
二
〇
〇
四
年
四

月
一
日
生
ま
れ
ま
で
の
方
）
　
は
、

そ
の
日
に
成
年
に
達
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
二
一
〇
〇
四
年
四
月

二
日
生
ま
れ
以
降
の
方
は
、
一
八

歳
の
誕
生
日
に
成
年
に
達
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
り

二
　
民
法
の
定
め
る
成
年
年
齢
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人
）
の
同
意

を
得
た
上

で
自
ら
委

任
者
に
な

る

こ

と

が

で
き
ま
す

は
、
単
独
で
契
約
を
締
結
す
る
こ

と
が
で
き
る
年
齢
と
い
う
意
味

と
、
親
権
に
服
す
る
こ
と
が
な
く

な
る
年
齢
と
い
う
意
味
を
持
っ

て
い
ま
す
1

今
回
の
民
法
改
正
に
よ
る
成

年
後
見
制
度
で
の
留
意
点
に
つ

い
て
、
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
1

（
一
）
　
未
成
年
者
は
、
成
年
後
見

人
、
保
佐
人
、
補
助
人
に
は
な
れ

ま
せ
ん
が
（
民
法
八
四
七
条
、
同

八
七
六
条
の
二
、
同
八
七
六
条
の

七
）
、
今
後
は
、
一
八
～
一
九
歳
で

も
年
齢
に
よ
る
資
格
制
限
は
ク

リ
ア
ー
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
1

（
二
）
　
任
意
後
見
契
約
に
つ
い

て
、
未
成
年
者
も
意
思
能
力
が
あ

れ
ば
法
定
代
理
人
（
親
権
者
、
未

成
年
後
見

が
（
民
法
五
条
一
項
本
文
）
、
今
後

は
、
一
八
～
一
九
歳
で
あ
っ
て
も

法
定
代
理
人
の
同
意
を
得
る
こ

と
な
く
自
ら
委
任
者
に
な
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
す
Ⅶ

た
だ
、
委
任
者
が
未
成
年
者
の

間
は
任
意
後
見
監
督
人
の
選
任

は
さ
れ
ま
せ
ん
が
（
任
意
後
見
契

約
に
関
す
る
法
律
四
条
一
項
た

だ
し
書
一
号
）
、
今
後
は
、
一
八
～

一
九
歳
で
あ
っ
て
も
任
意
後
見
監

督
人
選
任
の
対
象
に
な
り
ま
す
1

な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
受
任

者
に
つ
い
て
も
同
様
の
規
定
が

あ
り
ま
す
（
同
法
四
条
一
項
た
だ

し
書
三
号
イ
）
。

三
　
成
年
後
見
制
度
へ
の
影
響

と
し
て
、
「
親
な
き
あ
と
の
子
の

保
護
問
題
」
が
早
め
に
顕
在
化
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
旬

知
的
障
害
又
は
精
神
障
害
な

ど
の
あ
る
子
供
を
持
つ
親
は
、
自

分
の
判
断
力
が
不
十
分
に
な
っ

た
後
の
、
子
供
の
将
来
の
生
活
支

援
や
財
産
管
理
と
い
っ
た
生
活

に
関
す
る
様
々
な
こ
と
が
心
配

で
す
㍑
自
分
が
元
気
な
う
ち
は
、

未
成
年
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は

親
権
者
の
立
場
で
、
ま
た
親
権
者

が
い
な
い
場
合
は
未
成
年
後
見

人
が
、
子
供
に
関
す
る
各
種
法
律

行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
令
和
四
年
四
月
一
日
以
後

は
、
子
供
が
一
八
歳
に
達
し
成
年

に
な
っ
た
時
点
で
親
権
行
使
は

で
き
な
く
な
り
、
ま
た
未
成
年
後

見
制
度
の
利
用
も
で
き
な
く
な

り
ま
す
1
そ
こ
で
、
本
人
に
寄
り

添
い
、
本
人
の
財
産
管
理
や
身
上

保
護
を
適
切
に
行
う
た
め
に
、
成

年
後
見
制
度
の
利
用
を
検
討
す

る
時
期
が
、
今
ま
で
よ
り
も
早

ま
っ
て
く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
1「

親
な
き
あ
と
の
子
の
保
護
問

題
」
　
の
事
前
の
策
に
は
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、

自
ら
の
判
断
力
が
不
十
分
に

な
っ
た
場
合
に
備
え
、
親
自
身
が

信
頼
で
き
る
第
三
者
と
の
間
で

任
意
後
見
契
約
を
結
ぶ
方
法
が

あ
り
ま
す
り
本
稿
で
は
そ
の
詳
細

は
省
略
し
ま
す
が
、
委
任
事
項
の

中
に
、
自
ら
の
身
上
保
護
、
財
産

管
理
に
関
す
る
事
項
を
入
れ
る

と
と
も
に
、
併
せ
て
、
障
が
い
の
あ

る
子
供
の
生
活
支
援
の
た
め
に

必
要
な
事
項
も
入
れ
て
お
く
方

法
で
す
1

会
員
・

責
膚
者
の
広
場

突
然
の
お
見
送
り

当
法
人
会
員
　
大
里
道
代

高
齢
者
・
障
害
者
安
心
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
で
、
任
意
後
見
移

行
型
に
つ
い
て
の
研
修
が
何
度

も
実
施
さ
れ
、
私
も
少
し
は
理
解

出
来
た
か
な
？
と
考
え
て
い
た

今
年
の
五
月
末
、
理
事
長
か
ら
任

意
後
見
移
行
型
の
後
見
型
委
任

の
職
務
担
当
者
と
し
て
、
辞
令
を

交
付
さ
れ
た
。

辞
令
後
、
ご
本
人
（
H
子
さ
ん

九
四
歳
）
に
最
初
に
お
会
い
し
た

際
に
は
、
年
齢
の
割
に
は
か
く

し
ゃ
く
と
し
、
判
断
能
力
も
し
っ

か
り
し
た
方
だ
っ
た
の
で
、
財
産

管
理
や
身
上
保
護
職
務
が
大
変

だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

生
活
状
況
も
、
食
事
の
用
意
等

も
苦
で
は
な
く
、
よ
く
作
ら
れ
る

が
、
生
活
す
る
う
え
で
困
っ
て
い

る
の
は
、
長
く
歩
く
と
足
が
痛
む

た
め
、
買
い
物
と
掃
除
を
ヘ
ル

パ
ー
の
方
に
援
助
を
受
け
て
い

た。
毎
日
の
生
活
の
リ
ズ
ム
は
、
毎

週
一
度
花
屋
さ
ん
に
配
達
を
依

頼
し
て
仏
壇
や
玄
関
に
飾
り
、
テ

レ
ビ
も
気
に
な
る
番
組
を
見
る
、

時
代
小
説
を
読
み
、
家
事
を
し
て

過
ご
す
事
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
人
に
は
二
人
の
子

供
は
い
る
が
、
断
絶
状
況
で
、
最

近
は
加
齢
も
加
わ
っ
て
不
安
に

思
わ
れ
る
日
を
送
ら
れ
て
い
る

様
子
で
、
隣
に
住
ん
で
あ
る
T
さ

ん
の
支
援
と
励
ま
し
を
受
け
て

い
る
。
私
も
T
さ
ん
と
一
緒
に
本

人
の
頼
り
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
た
矢
先
、
電
話
で
息
が
苦
し
い

為
、
病
院
に
来
て
い
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

T
さ
ん
に
連
絡
し
、
病
院
名
を

聞
き
、
急
い
で
病
院
に
向
か
っ
た
。

病
院
に
は
T
さ
ん
も
駆
け
つ
け

て
く
れ
た
。

H
子
さ
ん
と
診
察
に
同
席
。
院

長
は
肺
に
溜
ま
っ
て
い
る
水
を

抜
く
必
要
が
あ
る
と
、
近
所
の
医

院
に
入
院
可
能
か
を
聞
き
、
す
ぐ

入
院
す
る
様
に
と
、
説
明
が
あ
っ

た。

そ
の
足
で
、
指
定
さ
れ
た
病
院

で
診
察
を
受
け
る
と
、
即
入
院
が

決
定
。
急
遽
入
院
に
必
要
な
品

物
を
H
子
さ
ん
か
ら
指
示
さ
れ

な
が
ら
、
箪
笥
の
中
や
押
し
入
れ

か
ら
出
し
、
カ
バ
ン
に
入
れ
、
用

意
が
出
来
た
。
た
だ
用
意
を
し
て

い
る
際
に
彼
女
が
言
っ
た
″
失
敗
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し
た
″
の
一
言
が
今
で
も
忘
れ
ら

れ
ず
に
い
る
。
も
し
か
し
た
ら
″

入
院
す
れ
ば
最
後
で
は
な
い

か
？
″
と
の
思
い
が
よ
ぎ
っ
た
の

か
も
と
。H

子
さ
ん
を
無
事
入
院
さ

せ
、
帰
宅
途
中
に
院
長
か
ら
H
子

さ
ん
余
命
が
短
い
こ
と
が
伝
え

ら
れ
、
愕
然
と
す
る
と
共
に
涙
が

止
ま
ら
な
か
っ
た
。

情
勢
が
悪
い
事
に
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
は
見
舞
い
も
出
来
な
か
っ

た
が
、
電
話
で
彼
女
が
欲
す
る
物

は
病
院
の
窓
口
に
預
け
る
事
が

出
来
、
隣
人
の
T
さ
ん
は
、
H
子

さ
ん
手
作
り
の
梅
干
し
や
日
本

茶
、
寒
い
と
の
事
で
カ
ー
デ
ガ
ン

等
を
持
参
し
て
く
れ
た
。

H
子
さ
ん
は
私
や
T
さ
ん
が

電
話
す
る
度
に
病
院
の
対
応
の

不
満
等
を
告
げ
、
ま
た
病
状
が

段
々
悪
化
し
て
い
る
様
子
が
感

じ
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
頃
、
病
院

か
ら
電
話
で
一
週
間
に
一
回
一
五

分
、
二
人
ま
で
面
会
が
可
能
と
の

連
絡
が
あ
り
、
T
さ
ん
と
共
に
面

会
に
行
く
。
H
子
さ
ん
は
息
苦
し

い
為
、
鼻
に
酸
素
の
管
を
挿
入
。

話
す
の
も
苦
し
そ
う
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
院
長
か
ら
H
子
さ
ん

に
も
病
名
が
告
知
さ
れ
、
本
人
も

転
院
を
望
ん
で
い
た
為
、
理
事
長

や
T
さ
ん
と
相
談
し
、
残
さ
れ
た

時
間
を
少
し
で
も
安
ら
か
に
過

ご
さ
れ
る
様
″
ホ
ス
ピ
ス
″
へ
の
転

院
を
決
め
た
。

転
院
し
た
病
院
の
院
長
や
看

護
師
達
が
、
H
子
さ
ん
の
ベ
ッ
ト

ま
で
来
て
挨
拶
を
す
る
と
共
に
、

H
子
さ
ん
が
ト
イ
レ
の
様
子
を

見
た
い
と
要
望
す
る
と
す
ぐ
介

助
し
て
く
れ
、
彼
女
は
満
足
気

だ
っ
た
。
そ
の
後
、
T
さ
ん
と
共

に
面
会
に
行
く
。
H
子
さ
ん
は
食

事
が
と
れ
ず
点
滴
の
み
で
痩
せ

て
い
た
が
、
静
か
に
休
ん
で
い
て
、

私
達
が
名
前
を
呼
ぶ
と
目
を
開

け
嬉
し
そ
う
だ
っ
た
。

入
院
か
ら
九
日
後
、
病
院
の
看

護
師
か
ら
電
話
が
あ
り
、
H
子

さ
ん
の
息
が
早
朝
は
荒
か
っ
た

が
今
は
落
ち
着
い
て
い
る
と
の

連
絡
。
し
か
し
夜
九
時
頃
H
子

さ
ん
の
息
が
少
し
荒
く
な
っ
た

と
の
電
話
が
あ
り
、
T
さ
ん
と
駆

け
つ
け
る
が
、
看
護
師
か
ら
今
息

を
引
き
取
ら
れ
た
と
告
げ
ら
れ

た
。
H
子
さ
ん
は
あ
ま
り
苦
し
そ

う
な
顔
で
は
な
く
、
安
ら
か
な

寝
顔
で
あ
り
良
か
っ
た
と
安
心

した。

当
法
人
会
員
　
小
城
　
恵
美
子

「
M
さ
ん
」
に
出
会
っ
た
の
は
、

「
任
意
後
見
委
任
者
の
方
々
と
の

親
睦
会
」
　
に
参
加
し
た
時
で
し

た
。
ま
さ
か
　
私
が
M
さ
ん
の
財

産
管
理
等
委
任
契
約
の
受
任
者

の
職
務
担
当
者
に
命
じ
ら
れ
る

と
は
知
ら
ず
に
、
M
さ
ん
と
楽
し

く
歩
き
話
し
ま
し
た
。
そ
し
て
理

事
長
と
会
っ
て
嬉
し
そ
う
に
挨

拶
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
平
成
三
〇
年
一
二
月
二

〇
日
に
本
部
に
於
い
て
職
務
担

当
辞
令
書
の
交
付
を
受
け
て
、
M

さ
ん
と
の
関
わ
り
が
始
ま
り
ま

し
た
。
（
既
に
平
成
一
九
年
に
締

結
さ
れ
た
任
意
後
見
契
約
に
基

づき）ご
本
人
は
平
成
三
〇
年
一
〇

月
頃
・
姪
御
さ
ん
と
外
出
中
に

倒
れ
、
病
院
に
入
院
。
本
人
の
病

歴
と
し
て
「
二
型
糖
尿
病
に
始
ま

り
、
高
血
圧
、
閉
塞
性
動
脈
硬
化

症
」
を
ベ
ー
ス
に
「
レ
ビ
ー
小
体
型

認
知
症
」
　
の
特
徴
的
な
症
状
も

あ
り
、
こ
れ
か
ら
深
刻
な
病
気
が

出
て
く
る
事
も
知
ら
ず
に
、
当
時

は
と
て
も
元
気
で
し
た
。
そ
れ
と

共
に
今
ま
で
住
ん
で
い
た
団
地

か
ら
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
転
居

す
る
こ
と
で
、
引
っ
越
し
準
備
が

は
じ
ま
っ
た
時
か
ら
私
が
職
務

担
当
者
と
し
て
関
わ
っ
て
き
ま

した。ご
本
人
は
、
病
院
入
院
中
で
体

重
減
少
は
あ
っ
た
も
の
の
、
リ
ハ

ビ
リ
を
受
け
る
元
気
が
あ
り
、
ま

た
当
時
の
財
産
管
理
は
姪
御
さ

ん
が
さ
れ
て
お
り
、
姪
御
さ
ん
は

「
M
さ
ん
は
私
が
通
帳
を
預
か
る

と
き
に
誓
約
書
ま
で
書
い
た
の

に
、
私
が
預
っ
た
通
帳
か
ら
お
金

を
搾
取
し
て
い
る
」
と
何
度
も
言

わ
れ
た
と
愚
痴
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
財
管
理
等
は
私
が

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
私

は
姪
御
さ
ん
の
よ
う
に
疑
わ
れ

な
い
よ
う
最
初
か
ら
『
通
帳
は
理

事
長
が
持
っ
て
い
る
か
ら
、
大
丈

夫
よ
。
お
金
が
い
る
と
き
は
理
事

長
か
ら
頂
く
か
ら
』
と
い
う
と
納

得
さ
れ
、
そ
れ
以
降
は
お
金
の
事

は
何
も
言
わ
れ
な
く
な
っ
た
の

が
不
思
議
で
し
た
。
理
事
長
と
の

信
頼
関
係
が
し
っ
か
り
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
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代
理
人
と
し
て
財
産
を
預
か

り
ま
し
た
が
、
銀
行
や
郵
便
局
で

の
名
義
変
更
に
は
本
人
同
行
と

な
り
、
病
院
受
診
と
銀
行
め
ぐ

り
、
あ
の
時
の
ご
本
人
の
明
る
さ

と
元
気
な
姿
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。
有
価
証
券
の
事
で
各
取
引
銀

行
を
廻
り
ま
し
た
が
、
「
取
引
は

あ
り
ま
せ
ん
」
と
各
銀
行
か
ら
の

返
事
。
自
宅
か
ら
施
設
へ
の
引
越

し
時
に
は
、
M
さ
ん
が
民
芸
調
家

具
や
貴
重
な
品
物
を
沢
山
所
持

し
て
お
ら
れ
た
の
で
、
自
宅
を
訪

問
し
ま
し
た
が
、
何
も
愛
着
を
示

す
事
な
く
、
『
仕
方
な
い
ね
～
』
と

ほ
と
ん
ど
施
設
に
持
ち
運
ぶ
事

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

施
設
で
は
毎
月
タ
ク
シ
ー
で

病
院
受
診
に
い
き
ま
し
た
。
主
治

医
の
先
生
は
、
M
さ
ん
が
糖
尿
病

発
生
時
よ
り
関
わ
ら
れ
て
い
て
、

本
人
の
事
を
よ
く
ご
存
じ
で
、
一

〇
年
前
か
ら
任
意
後
見
契
約
移

行
型
に
基
づ
い
て
、
私
達
が
関

わ
っ
て
い
る
事
に
感
謝
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
施
設
は
田
ん
ぼ
や
川
が

流
れ
て
い
る
自
然
豊
か
な
場
所

に
あ
っ
て
、
こ
の
施
設
で
元
気
に

過
ご
さ
れ
る
事
を
期
待
し
て
い

ま
し
た
が
、
M
さ
ん
の
レ
ビ
ー
小

体
型
認
知
症
の
進
行
が
早
く
、

施
設
入
居
と
共
に
爆
睦
や
食
欲

不
振
、
夜
間
転
倒
、
整
形
入
院
、

ま
た
誤
囁
性
肺
炎
で
転
院
。
だ

ん
だ
ん
食
事
摂
取
が
で
き
な
く

な
り
、
又
、
薬
も
飲
め
な
い
状
態

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
急
変
を

受
け
て
、
担
当
の
W
医
師
や
看
護

師
と
共
に
担
当
者
会
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
M
さ
ん
が
安
心
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
と
一
〇
年
前
に

交
わ
し
た
任
意
後
見
契
約
移
行

型
に
沿
っ
て
、
甲
の
病
が
不
治
の

状
況
と
な
り
、
最
善
の
治
療
を

行
っ
て
も
、
治
療
し
な
い
と
き
は

尊
厳
あ
る
死
を
選
び
、
本
人
が

延
命
治
療
を
望
ん
で
な
い
こ
と

を
皆
で
確
認
を
し
ま
し
た
。

M
さ
ん
は
人
と
し
て
尊
厳
を

保
ち
つ
つ
、
旅
立
た
れ
ま
し
た
。

火
葬
場
で
姪
御
さ
ん
が
「
叔
母
様

は
自
分
の
思
う
と
お
り
に
生
き

た
。
最
後
の
事
ま
で
考
え
て
い
た

の
で
し
ょ
う
。
安
心
サ
ポ
ー
ト

ネ
ッ
ト
を
し
っ
か
り
信
頼
し
て
」

と
、
ぽ
つ
り
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

病
院
に
面
会
に
行
っ
た
時
も
「
理

事
長
か
ら
元
気
で
ね
！
て
言
わ

れ
た
よ
」
と
い
う
と
笑
顔
を
見

せ
、
手
を
振
っ
て
い
ま
し
た
。
忘
れ

ら
れ
な
い
笑
顔
で
し
た
。

新
患
鼻
襟
得

弼
彰
コ
ー
サ
ー

一
人
一
会
昌
獲
得

運
動
推
進
中

当
法
人
が
更
に
一
層
充
実
、

発
展
の
道
を
た
ど
る
た
め
に

は
、
会
員
の
増
強
は
必
須
で
す
。

新
会
員
獲
得
に
向
け
て
、
皆
様

方
の
更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。
（
令
和
三
年
一
二
月

一
日
以
降
、
令
和
四
年
五
月
三

一
日
ま
で
の
新
規
入
会
者
）

令
和
三
年
二
月
一
日
以
降
、

令
和
四
年
五
月
末

＜
N
P
O
安
心
サ
ポ
ー
ト
福
岡
受
領
分
＞

正
会
員

筑
紫
野
市

筑
紫
野
市

筑
紫
野
市

筑
紫
野
市

筑
紫
野
市

大
野
城
市

春
日
市

森
山
　
彰十

万
円

岡
田
　
節
男

五
千
円

青
木
　
冨
美
代

一
万
円

青
木
　
贅
蔵

三
万
円

隈
上
　
軍
勇

十
万
円

見
元
　
伊
津
子

三
万
円

平
山
　
正
明

正
会
員
獲
得
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

田
中
路
子
様
　
（
森
山
理
事
長
紹

介
）
・
田
川
哲
也
様
（
豊
留
理
事

紹
介
）
・
今
村
み
ゆ
き
様
（
中
島

幸
子
会
員
紹
介
）
・
芦
谷
秀
美

様
・
幸
恭
平
様
・
松
永
崇
様
・

砂
田
孝
子
様
・
石
井
良
太
様
・

辻
章
様
・
竹
内
誠
様
・
井
上
雅

彰
様
・
熊
手
敏
之
様
二
向
山
裕

美
様

一
万
五
千
円

糟
屋
郡
須
恵
町
　
仲
　
完

五
万
円

糟
屋
郡
粕
屋
町
　
南
　
隆
一

三
千
円

福
岡
市
早
良
区
　
豊
留
一

四
万
円

宗
像
市
　
　
　
有
田
　
晴
子

一
万
円

小
都
市
　
　
　
行
武
　
俊
康

三
千
円

合
計
　
金
三
十
九
万
六
千
円
一
二
名

寄
付
者
紹
介
（
敬
称
略
）

心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
福
岡
の

黒
弘
お
氏
を
偲
ぶ

安
心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
福
岡

の
正
会
員
・
石
黒
弘
毅
氏
に
つ
い

て
は
、
長
い
期
間
療
養
生
活
を
続

け
て
お
ら
れ
た
の
で
、
彼
を
知
る

会
員
は
皆
さ
ん
、
早
く
回
復
し
、

後
見
活
動
を
再
開
さ
れ
る
こ
と

を
熱
望
し
て
い
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
病
状
の
悪
化
は
避
け
ら

れ
ず
、
遂
に
令
和
四
年
二
月
一
六

日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
悲

報
に
接
し
、
会
員
一
同
、
惜
別
の

情
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
故

人
は
、
同
僚
の
信
頼
も
厚
く
、
何

よ
り
も
安
心
サ
ポ
ー
ト
の
職
務

を
愛
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
当
法

人
の
十
五
周
年
記
念
誌
に
『
恒
産

無
さ
者
は
恒
心
無
し
（
孟
子
）
』

雑
感
と
『
新
人
N
P
O
後
見
人
へ

の
贈
り
物
』
の
随
想
が
の
こ
さ
れ

て
い
ま
す
ご
」
の
記
事
を
読
む
と
、

故
人
が
何
散
に
市
民
後
見
人
に

愛
着
を
感
じ
て
い
た
か
が
判
り

ま
す
。
散
人
は
市
民
後
見
人
に

な
っ
て
、
後
見
人
活
動
を
実
践
す

る
事
に
よ
る
地
域
貢
献
が
、
自
分

自
身
の
大
き
な
財
産
に
な
る
と

考
え
て
い
た
こ
と
を
伺
い
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
1

安
心
サ
ポ
ー
ト
を
代
表
し
て
、

森
山
理
事
長
は

次
の
文
面
で
弔
意
を
伝
え
葬

儀
会
場
で
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
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全国に当法人の基本情報を
公開するホームページ

NPO法人高齢者・障害者安心サポートネット

http：／／anshin－net．jp／

eメール：8XV7V4＠bma．biglobe．ne．lp

困窮して障害者後見や任

意後見の利用が困難な人達

の支援が目的。

是非とも、基金への拠出を

呼びかけよう！

賛助会員を募集！

成年後見人制度の
活性化に尽力する当法人

をご支援願います。

応募詳細は
ホームページに
記載しています。

高齢者の福祉を支える
やり甲斐のあるお仕事です。

心から歓迎します。

本部受託 ����筑紫出張所受託 ����久留米受託 ����合　　計 

本部処理 ��会員配分 ��所処理 ��会員配分 ��所処理 ��会員配分 

既済 �未済 �既済 �未済 �既済 �未済 �既済 �未済 �既済 �未済 �既済 �未済 �既済 �未済 �計 

第 1 種 �遺　産　分　割　協　議 �1 �2（1） � � �5 �3 � � � �1 � � �6 �6（1） �12（1） 

公　正　証　書　遺　言 �6 �1（1） � � �17（3） �1 � � �3 �1 � � �26（3） �3（1） �29（4） 

法定後見開始申立 �1 �1（1） � � �6 �0 � � � � � � �7 �1（1） �8（1） 

任意後見契約の締結 �6 �0 � � �8（1） �0 � � � �1 � � �14（1） �1 �15（1） 

財産管理等契約の締結 �6 �0 � � �7 �0 � � � � � � �13 �0 �13 

任意後見監督人選任申立 �0 �0 � � �0 �0 � � � � � � �0 �0 �0 

相続、表示等登記 �0 �0 �2 � � �1 �11 �1 � � � � �13 �2 �15 

遺　言　執　行　者 �5 �34（4） � � �1 �76（8） � � � �6 � � �6 �116（2） �122（12） 

死　　後　　処　　理 �4 �36（4） � � � �45 � � � �3 � � �4 �84（4） �88（4） 

その他（講演等） �0 �0 � � � �4 �1 �2 �2 � � � �3 �6 �9 

合　　　　計 �29 �74（11） �2 �0 �44（4） �30（8） �12 �3 �5 �12 �0 �0 �92（4） �219（19） �311（23） 

※第1種（）書きは、取下げ等により年度途中に終了したもの。＜内書き＞

就任 �末就任 �就任 �未就任 �就任 �未就任 �就任 �未就任 �就任 �未就任 �就任 �未就任 �就任 �未就任 �計 

第 2 種 �法定後見人受任 �44（31） � �6（5） � �72（54） �0 �7（6） � �5 � � � �134（96） �0 �134（96） 

法定後見監督人受任 � � � � � � � � �1 � � � �1 �0 �1 

任意後見人受任 �3（3） �60（19） � �1（1） �11（7） �49（7） �2（1） � � � � � �16（11 �110（27 �126（38 

任意後見監督人受任 �1（1） � � � �5（4） �0 � � � � � � �6（5） �0 �6（5） 

財産管理等受任 �25（21） �44（11） �1（1） � �18（12） �45（9） � � � � � � �44（34 �89（20） �133（54） 

そ　　　の　　　他 �30（21） � �4（4） � �17（9） �2 �8（2） � � � � � �59（36 �2 �61（36） 

合　　　　計 �103（77） �104（30） �11（10） �1（1） �123（86） �96（16） �17（9） � �6 �0 �0 �0 �260日82） �201（47） �461（229） 

※第2種（）書きは中途死亡、任期満了等により終了したもの。＜内書き＞

突
然
の
訃
報
に
接
し
、
安
心
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
の
会
員
全
員
が

悲
し
み
に
打
ち
ひ
し
が
れ
て
お

り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
、
当
法
人

の
充
実
・
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

同
志
を
失
う
こ
と
に
な
っ
て
、
誠

に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

衷
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
す

る
と
と
も
に
、
心
か
ら
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
り

散
人
が
黙
々
と
裏
方
の
仕
事

を
こ
な
し
て
い
る
姿
や
、
こ
と
に

触
れ
、
親
切
心
に
あ
ふ
れ
た
説
明

を
し
て
相
談
者
を
納
得
さ
せ
て

い
た
姿
が
目
に
焼
き
つ
い
て
離

れ
ま
せ
ん
。
散
人
の
地
域
社
会
へ

の
貢
献
の
遺
志
は
、
全
会
員
が
引

継
ぎ
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
天
国
か
ら
お
見
守
り
い
た
だ

き
励
ま
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
1

ご
遺
族
の
皆
様
の
ご
悲
嘆
に

は
、
申
し
上
げ
る
べ
き
言
葉
も
あ

り
ま
せ
ん
が
、
ひ
た
す
ら
お
悔
や

み
申
し
上
げ
ま
す
Ⅶ

旦
▼
与
一
旦
一
息
－

令
和
四
年
五
月
二
八
日
（
土
曜

日
）
、
第
一
八
回
通
常
総
会
も
無
事

終
わ
り
、
新
た
な
活
動
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
活
発
な
行
動
を
始
め
、
会
員
各
位

の
ご
尽
力
で
更
な
る
成
果
が
得
ら

れ
ま
す
よ
う
、
健
康
に
留
意
し
な
が

ら
ご
活
躍
下
さ
り

先
日
、
全
国
紙
の
コ
ラ
ム
〝
時
代

の
証
言
″
で
『
鬼
か
ら
福
へ
、
司
法
三

〇
年
、
福
祉
三
〇
年
、
お
上
依
存
で

は
日
本
は
も
う
落
ち
て
い
く
ば
か

り
。
住
民
が
自
ら
考
え
、
主
体
と

な
っ
て
動
く
社
会
に
し
な
け
れ
ば
』

と
記
事
が
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
記
事
の
主
人
公
が
森
山
理
事
長

と
親
交
が
あ
る
、
さ
わ
や
か
福
祉
財

団
会
長
・
堀
田
力
さ
ん
で
し
た
。
当

法
人
も
こ
の
言
葉
を
今
後
の
活
動

の
糧
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
旬

「
新
し
い
生
活
様
式
」
と
い
う
言

葉
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
盛
ん
に
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
テ
レ

ワ
ー
ク
で
会
社
に
行
か
な
く
て
も

仕
事
が
で
き
、
リ
モ
ー
ト
で
飲
み

会
、
通
販
で
買
物
、
食
事
は
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
か
デ
リ
バ
リ
ー
‥
・

「
新
し
い
」
も
の
で
な
く
、
「
普
通
」

の
生
活
様
式
を
取
り
戻
し
て
ほ
し

い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

（
田
中
　
記
）


